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J56a Fermiガンマ線宇宙望遠鏡によって検出されたパルサー
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Fermiガンマ線宇宙望遠鏡（旧称 GLAST)に搭載された LAT (大面積 e+e− 対生成望遠鏡)は 20MeV–300GeV
の高エネルギー γ線に感度をもつ。2008年 6月に打上げられ、2008年 8月から 1年間の予定で全天走査観測を行っ
ている。LATは、全天の 20%をいっぺんにカバーする広い視野 (Comptonガンマ線天文台衛星EGRETの 4倍)と
高感度 (EGRETの 20倍以上)を持つため、2008年 10月までの最初の 3ヶ月で既に EGRETが 7年余の全運用期
間で達成した感度を凌駕し、約 30個の γ線パルサーを検出した。
この中には、6個の EGRETパルサーと新規に γ線パルスが検出された数個の電波パルサーが含まれるが、驚く

べきことに約半数は今までにはパルサーとしては知られていなかった新しい “radio-quiet”（電波の弱い） γ線パル
サーである。その中には、超新星残骸や、X線観測でパルサー風星雲らしいと思われていた既知の天体の位置にあ
るもの、あるいは EGRETにより高エネルギー γ線源として検出されていたもののパルサーとは分かっていなかっ
た未同定 γ線源も含まれる。
本講演では、超新星残骸 CTA 1 中に発見されたパルサーなどいくつかの代表的な新 γ線パルサーを紹介すると

ともに、新たな「種族」として、電波の弱い γ線パルサーの特性を議論する。


